
６ 本時 ３組（11/14） 

（１） 本時の目標 

「スーホの白い馬」を読んで、強く心が動かされた文や場面とその理由を伝え合い、人

によって様々な感じ方があることに気付くことができる。 

（２） 本時の展開 

 
学習活動 指導上の留意点 

◇評価規準 

（評価方法） 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 本時のねらいをつかみ、学習の流 

れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全文と、自分が前時に書いた強く 

心を動かされた文や場面とその理

由を読む。 

 

３ 強く心を動かされた文や場面とそ

の理由を読み合い、「同じところ」

や「なるほど、そんな感じ方もある

のだ」というところを伝える。 

（尊）（表） 

 

 

 

 

 

 

4 全体で強く心を動かされた文や場

面とその理由を共有する。 

（尊）（表） 

・前時までの学習内容を掲

示しておき、単元全体を

振り返る。 

 

・それぞれが決めた言語活

動を確認し、相手意識・目

的意識をもつことができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の感想と比べて「同

じところ」に青シール（タ

ブレットの場合は青線）、

「なるほどというところ」に

赤シール（タブレットの場

合は赤線）を付けるように

する。 

・視覚的に、様々な感じ方

があることに気付けるよう

にする。 

 

・交流を通して、みんなに共

感してもらったという自信

をもって発表できるように

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇友達との感想

の交流を通し、

人によって様々

な感じ方がある

ことに気付いて

いる。（発言・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

強く心がうごかされた文や場めんと、そのわけをつたえ合おう。 

低１６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の振り返りと次時の活動の 

確認をする。 

する。 

 

・黒板に掲示した挿絵の下

に感想を書いていき、いろ

いろな場面に対し、様々な

感想が出ていることが確

かめられるようにする。 

 

・初発の感想を掲示してお

き、変化に気付くことがで

きるようにする。 

 

・友達との交流を通して、

人によって感じ方が違うこ

とに気付き、違いを肯定

的に受け止められるよう

にする。 

 

 

（３）板書計画 

ス
ー
ホ
の
白
い
馬 

    
 

 
 

 ・
白
馬
が
い
の
ち
が
け
で
ス
ー
ホ
の
ひ
つ
じ
を 

ま
も
っ
た
の
が
す
ご
い
。 

 
 
  

  
  

  
 ・

と
の
さ
ま
は
ひ
ど
い
。 

 
 
  

  
  

 

・
ス
ー
ホ
が
「
馬
を
売
り
に
来
た
の
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
と
の
さ
ま
に
言
っ
た
の

は
、
ゆ
う
き
が
あ
る
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・
白
馬
が
し
ん
だ
の
が
、
か
な
し
い
。 

 
 
  

  
  

 

・
し
に
そ
う
で
も
か
え
っ
て
き
た
白
馬
は 

本
当
に
ス
ー
ホ
が
す
き
だ
っ
た
の
だ
な
。 

  
 
  

  
  

・
心
を
ゆ
り
う
ご
か
す
ほ
ど
の
馬
頭
き
ん 

 
 
  

  
  

 

の
音
色
を
聞
い
て
み
た
い
。 

 

◎
つ
た
え
合
っ
て 

気
づ
い
た
こ
と 

・
友
だ
ち
の
か
ん
じ
方
と
は
ち
が
う
と
こ
ろ
が 

あ
っ
た
け
ど
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。 

 

め
あ
て  

 

挿
絵 

挿
絵 

 

挿
絵 

 

挿
絵 

心
に
強
く
の
こ
っ
た
文
や
場
め
ん
を
え
ら
び
、 

え
ら
ん
だ
わ
け
を
つ
た
え
合
お
う
。 
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